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● 特集１：「やまなしの教育振興プラン」策定！！ ●

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
時
代
の
要
請
に
的
確
に
応
え
な

が
ら
、
本
県
教
育
の
一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
、
平
成
21

年
度
か
ら
平
成
25
年
度
の
５
年
間
の
教
育
の
基
本
指
針
と

し
て
、「
や
ま
な
し
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
世
界
に
通
じ

る
人
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
の
下
、「
個
性
を
生
か
し
、

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
『
や
ま
な
し
』
人
づ
く
り
」
と
、「
豊

か
で
潤
い
が
あ
り
、明
る
く
活
力
に
満
ち
た
『
や
ま
な
し
』

社
会
づ
く
り
」
の
２
つ
を
基
本
目
標
と
し
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
、
６
つ
の
重
点
施
策
、
施
策
の
概
要
、
目
標

と
な
る
指
標
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、「
夢
を
は
ぐ
く
み
、
自

立
し
て
生
き
て
い
く
力
を
培
う
『
体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
推
進
』」
と
「
み
ん
な
で
、
子
ど
も
を
見
守
り
は
ぐ

く
む
『
地
域
全
体
で
取
り
組
む
教
育
の
推
進
』」
に
、
特

に
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

□
基
本
理
念

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
世
界
に
通
じ
る
人
づ
く
り
」

  

質
的
な
充
実
を
求
め
る
社
会
へ
の
移
行
、
雇
用
形
態
の

多
様
化
、
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
の
進
行
、
国
際
化
の

進
展
等
、
社
会
が
変
化
す
る
中
、〝
大
き
く
変
化
す
る
社

会
に
対
応
で
き
る
人
づ
く
り
〟
を
、
家
庭
・
地
域
・
学
校

等
、
社
会
全
体
が
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
山
梨
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
や
人
々
と
ふ
れ
合
い
、
夢
や
希
望
を
持
ち
意
欲
的
に
学

び
、
学
力
や
心
の
豊
か
さ
、
た
く
ま
し
さ
を
身
に
付
け
ら

れ
る
教
育
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
り
、
県
民
が
生
涯
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
持

っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
世
界
に
通
じ
る
人
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

□
基
本
目
標

「
個
性
を
生
か
し
、
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
『
や

ま
な
し
』
人
づ
く
り
」

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
し
、
体
系

的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
社
会
生
活
に

必
要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
さ

せ
、
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
行

動
で
き
る
能
力
・
態
度
等
を
育

て
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

「
や
ま
な
し
」
の
持
つ
地
域
の

教
育
力
を
活
用
し
な
が
ら
、「
確

か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健

や
か
な
体
」
の
育
成
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
で
た
く
ま
し

く
生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
身

に
付
け
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る

愛
着
と
誇
り
を
持
っ
た
人
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

「
豊
か
で
潤
い
が
あ
り
、
明

る
く
活
力
に
満
ち
た
『
や

ま
な
し
』
社
会
づ
く
り
」

　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
学
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
社
会
で
活

用
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
県
民
が
健
康
で
豊
か
に
生
き
る

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
さ

ら
に
、「
や
ま
な
し
」
の
魅
力
あ
る
地
域
文
化
や
国
内
外

の
優
れ
た
文
化
芸
術
と
ふ
れ
合
い
、
文
化
芸
術
活
動
が
で

き
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
で
潤
い
が
あ
り
、
明
る
く
活
力

に
満
ち
た
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

やまなしの教育振興プランの概要
キャリア教育のイメージ図

地域ぐるみの人づくり

　　「やまなし地域塾」のイメージ

「生きる力」をはぐくむ

豊かな心
の育成

確かな学力
の育成

健やかな体
の育成

○基本理念

　「ふるさとを愛し、世界に通じる人づくり」

○基本目標

　個性を生かし、生きる力をはぐくむ「やまなし」人づくり

　豊かで潤いがあり、明るく活力に満ちた「やまなし」社会づくり

○基本的な施策の柱
１　学校教育の充実
２　家庭・地域・学校の連携
３　生涯学習の推進
３　スポーツの振興
４　文化の振興

○重点施策

１　夢をはぐくみ、自立して生きていく力を培う

「体系的なキャリア教育の推進」

２　みんなで、子どもを見守りはぐくむ

「地域全体で取り組む教育の推進」

３　考え抜く力とやる気をはぐくむ

「確かな学力の育成」

４　自他への思いやりや情操をはぐくむ

「豊かな心の育成」

５　健康でたくましく生きる基盤を培う

「健やかな体の育成」

６　豊かで生きがいのある生活を支える

「文化の振興」

自己を見つめ、社会の中での役

割・職業を考える中で、自分ら

しい生き方を探す

○施策の体系

○施策の具体的方向

キャリア教育

生き方を展望する

上級学校・社会

地域の教育力

家庭の教育力

高等学校

中学校

小学校

就学前

組織的・系統的な

キャリア教育の推進

○人間関係形成能力

○情報活用能力

○将来設計能力

○意思決定能力

生き方を実現する

　　　　能力を身に付ける

家庭・地域との連携

県

市町村

○地域の活性化

○地域の教育力の向上

○きずなを深め、生きがい・
　やりがいのある地域

地 域

○地域ぐるみの支援により

　不安・悩みがなく子育て

　できる家庭

家 庭

社会参加・社会貢献

高齢者・

地域の

先輩

企業

団体

NPO

公民館
図書館
科学館等

地域ぐるみ

コーディネーターの活用

○地域ぐるみの支援により

　生きる力をはぐくむ学校

学 校

個性を生かし、

生きる力をはぐくむ

「やまなし」

人づくり

「
や
ま
な
し
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
策
定
!!

特　集１
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● 特集１：「やまなしの教育振興プラン」策定！！●

□
重
点
施
策

「
夢
を
は
ぐ
く
み
、
自
立
し
て
生
き
て
い
く
力
を

培
う
『
体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
』」

　
キ
ャ
リ
ア
と
は
個
々
人
が
職
業
生
活
や
家
庭
生
活
等
社

会
の
中
で
経
験
す
る
様
々
な
立
場
や
役
割
を
通
じ
て
得
る

経
験
・
技
能
等
の
積
み
重
ね
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
ふ
さ
わ
し
い

キ
ャ
リ
ア
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
児
童
生
徒
が

自
己
を
見
つ
め
、
社
会
の
中
で
の
役
割
等
を
考
え
る
中
で

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
探
す
こ
と
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
意
欲
・
態
度
・
能
力
を
育
て
る

教
育
で
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
対
し
て

夢
や
希
望
を
抱
き
、
学
ぶ
こ
と
や
働
く
こ
と
の
意
義
を
理

解
し
、
意
欲
を
高
め
、
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
自
己
を

生
か
し
て
い
く
基
礎
と
な
る
能
力
や
態
度
を
身
に
付
け
、

社
会
で
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
「
生
き
る
力
」
を

は
ぐ
く
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
今
ま
で
も
学
校
種
ご
と
に
、

様
々
な
教
育
活
動
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
系
統
的
な
取
組
は
十
分
と
は
言

え
ず
、
本
来
の
目
的
に
ま
で
達
し
て
い
な
い
事
例
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
な

ど
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
御
理
解
・
御
協
力
を
得

る
中
で
、
就
学
前
か
ら
小
・
中
・
高
等
学
校
段
階
ま

で
を
見
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
な
ど
が
協
働
し

て
発
達
段
階
に
応
じ
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す

る
と
と
も
に
、
全
て
の
教
員
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重

要
性
を
理
解
し
、
指
導
力
を
向
上
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
み
ん
な
で
、
子
ど
も
を
見
守
り
は
ぐ
く
む
『
地

域
全
体
で
取
り
組
む
教
育
の
推
進
』」

　
地
縁
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
個
人
主

義
の
浸
透
等
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
た
ち
の
体
験
機
会
の
減
少
や
、
大
人
が
地

域
の
子
ど
も
と
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
な

い
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
教
育
力
の
低
下
」
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
や
行
政
等
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
は
ぐ
く
む
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
郷
土
の
先
輩
や
地
域
を
支
え
て
き
た
高
齢

者
の
方
々
等
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
推

進
す
る
「
や
ま
な
し
地
域
塾
」
の
取
組
等
を

通
じ
、
地
域
の
み
ん
な
が
学
校
を
支
援
す
る

体
制
を
整
え
、
学
校
内
外
の
安
全
確
保
、
放

課
後
や
週
末
の
子
ど
も
た
ち
の
体
験
・
交
流

の
場
づ
く
り
、
地
域
活
動
へ
の
子
ど
も
の
参

加
促
進
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
等
、
地
域
全
体
で
取
り

組
む
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
計
画
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
重
点
施
策
と
し
て
、「
考

え
抜
く
力
と
や
る
気
を
は
ぐ
く
む
『
確
か
な
学
力
の
育

成
』」、「
自
他
へ
の
思
い
や
り
や
情
操
を
は
ぐ
く
む
『
豊

か
な
心
の
育
成
』」、「
健
康
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
基
盤

を
培
う
『
健
や
か
な
体
の
育
成
』」、「
豊
か
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
支
え
る
『
文
化
の
振
興
』」
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
町
村
、
関
係
団
体
の
方
々

に
は
、
本
県
教
育
振
興
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

※
「
や
ま
な
し
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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やまなしの教育振興プランの概要
キャリア教育のイメージ図

地域ぐるみの人づくり

　　「やまなし地域塾」のイメージ

「生きる力」をはぐくむ

豊かな心
の育成

確かな学力
の育成

健やかな体
の育成

○基本理念

　「ふるさとを愛し、世界に通じる人づくり」

○基本目標

　個性を生かし、生きる力をはぐくむ「やまなし」人づくり

　豊かで潤いがあり、明るく活力に満ちた「やまなし」社会づくり

○基本的な施策の柱
１　学校教育の充実
２　家庭・地域・学校の連携
３　生涯学習の推進
３　スポーツの振興
４　文化の振興

○重点施策

１　夢をはぐくみ、自立して生きていく力を培う

「体系的なキャリア教育の推進」

２　みんなで、子どもを見守りはぐくむ

「地域全体で取り組む教育の推進」

３　考え抜く力とやる気をはぐくむ

「確かな学力の育成」

４　自他への思いやりや情操をはぐくむ

「豊かな心の育成」

５　健康でたくましく生きる基盤を培う

「健やかな体の育成」

６　豊かで生きがいのある生活を支える

「文化の振興」

自己を見つめ、社会の中での役

割・職業を考える中で、自分ら

しい生き方を探す

○施策の体系

○施策の具体的方向

キャリア教育

生き方を展望する

上級学校・社会

地域の教育力

家庭の教育力

高等学校

中学校

小学校

就学前

組織的・系統的な

キャリア教育の推進

○人間関係形成能力

○情報活用能力

○将来設計能力

○意思決定能力

生き方を実現する

　　　　能力を身に付ける

家庭・地域との連携

県

市町村

○地域の活性化

○地域の教育力の向上

○きずなを深め、生きがい・
　やりがいのある地域

地 域

○地域ぐるみの支援により

　不安・悩みがなく子育て

　できる家庭

家 庭

社会参加・社会貢献

高齢者・

地域の

先輩

企業

団体

NPO

公民館
図書館
科学館等

地域ぐるみ

コーディネーターの活用

○地域ぐるみの支援により

　生きる力をはぐくむ学校

学 校

個性を生かし、

生きる力をはぐくむ

「やまなし」

人づくり

やまなしの教育振興プランの概要
キャリア教育のイメージ図

地域ぐるみの人づくり

　　「やまなし地域塾」のイメージ

「生きる力」をはぐくむ

豊かな心
の育成

確かな学力
の育成

健やかな体
の育成

○基本理念

　「ふるさとを愛し、世界に通じる人づくり」

○基本目標

　個性を生かし、生きる力をはぐくむ「やまなし」人づくり

　豊かで潤いがあり、明るく活力に満ちた「やまなし」社会づくり

○基本的な施策の柱
１　学校教育の充実
２　家庭・地域・学校の連携
３　生涯学習の推進
３　スポーツの振興
４　文化の振興

○重点施策

１　夢をはぐくみ、自立して生きていく力を培う

「体系的なキャリア教育の推進」

２　みんなで、子どもを見守りはぐくむ

「地域全体で取り組む教育の推進」

３　考え抜く力とやる気をはぐくむ

「確かな学力の育成」

４　自他への思いやりや情操をはぐくむ

「豊かな心の育成」

５　健康でたくましく生きる基盤を培う

「健やかな体の育成」

６　豊かで生きがいのある生活を支える

「文化の振興」

自己を見つめ、社会の中での役

割・職業を考える中で、自分ら

しい生き方を探す

○施策の体系

○施策の具体的方向

キャリア教育

生き方を展望する

上級学校・社会

地域の教育力

家庭の教育力

高等学校

中学校

小学校

就学前

組織的・系統的な

キャリア教育の推進

○人間関係形成能力

○情報活用能力

○将来設計能力

○意思決定能力

生き方を実現する

　　　　能力を身に付ける

家庭・地域との連携

県

市町村

○地域の活性化

○地域の教育力の向上

○きずなを深め、生きがい・
　やりがいのある地域

地 域

○地域ぐるみの支援により

　不安・悩みがなく子育て

　できる家庭

家 庭

社会参加・社会貢献

高齢者・

地域の

先輩

企業

団体

NPO

公民館
図書館
科学館等

地域ぐるみ

コーディネーターの活用

○地域ぐるみの支援により

　生きる力をはぐくむ学校

学 校

個性を生かし、

生きる力をはぐくむ

「やまなし」

人づくり
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● 特集２：開館３０周年記念展「山梨に眠る秘蔵の日本美術」 ●

　
山
梨
県
立
美
術
館
で
は
、
開
館
以
来
、
本
県
に
ゆ
か
り

あ
る
作
家
や
作
品
、
お
よ
び
県
内
に
所
在
す
る
美
術
品
の

調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
寄
贈
者

の
ご
好
意
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
う
し
た
調
査
・
研
究

の
蓄
積
な
ど
に
よ
り
、
収
蔵
品
は
１
万
点
を
超
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
各
所
蔵
家
に
美
術
品
の
保
全

や
公
開
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
数
多
く

の
寄
託
作
品
の
保
管
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
館
は
昨
年
11
月
に
30
年
の
節
目
を
迎
え
、
記
念
事
業

と
し
て
ミ
レ
ー
館
の
オ
ー
プ
ン
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
記
念
特
別
展
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

秋
季
に
は
特
別
展
「
県
美
30
年
の
歴
史
　
わ
た
し
が
選
ぶ

こ
の
一
点
」
を
開
催
し
、
所
蔵
品
の
中
か
ら
名
品
の
数
々

を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
き
本
展
で
は
、
寄
託
作
品

を
は
じ
め
、
県
在
住
の
コ
レ
ク
タ
ー
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

日
本
美
術
の
優ゆ

う
ひ
ん品
を
特
別
展
観
し
て
い
ま
す
。

　
200
点
近
い
寄
託
作
品
は
、
常
設
展
示
を
中
心
に
展
示
さ

れ
、
数
多
く
の
来
館
者
に
鑑
賞
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
厳

選
さ
れ
た
優
品
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
の
は
初
め
て
の
試

み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
旧
家
に
先
祖
代
々
伝
わ

る
珍
品
や
、
美
術
愛
好
家
が
嗜
好
を
貫
い
て
収
集
し
た
名

品
も
紹
介
し
ま
す
。

□
第
１
章
「
古
美
術
の
絵
画
」

　
古
く
は
南
北
朝
時
代(

14
世
紀
後
半)

の
《
羅
漢
図
》

か
ら
、
江
戸
狩
野
派
の
基
礎
を
築
き
、
江
戸
画
壇
の
頂
点

に
君
臨
し
た
御
用
絵
師
、
狩か

の
う野
探た

ん
ゆ
う幽
な
ど
の
江
戸
時
代
の

作
品
ま
で
を
紹
介
し
ま
す
。
探
幽
の
《
竹
虎
図
》
や
《
雲

龍
図
》
と
い
っ
た
漢
画
は
将
軍
家
を
は
じ
め
、
大
名
家
に

好
ま
れ
、
武
家
屋
敷
の
床
の
間
を
飾
る
に
相
応
し
い
威
風

堂
々
と
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
伝
統
的
な
大
和
絵
で
室

町
期
以
降
、
隆
盛
を
極
め
た
土
佐

派
を
江
戸
時
代
に
再
興
さ
せ
た
土

佐
光み

つ
お
き起

の
細
密
で
色
彩
鮮
や
か
な

《
鶉う

ず
ら
ず図
》
は
、
光
起
の
最
も
得
意
と

す
る
画
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
狩
野
派
や

土
佐
派
と
い
っ
た
伝
統
的
な
流
派
様
式
に
飽
き
足
ら
ず
、

写
生
を
重
視
し
て
独
自
の
画
風
を
確
立
し
た
円
山
応
挙
の

《
琴き

ん
こ
う
せ
ん
に
ん
じ
ょ
う
り
ず

高
仙
人
乗
鯉
図
》
や
応
挙
に
学
ん
だ
四
条
派
、
呉ご

し
ゅ
ん春

の
《
鶴
亀
図
》、《
雨
中
山
水
図
》、
さ
ら
に
は
江
戸
後
期

の
関
東
画
壇
の
重
鎮
、谷
文
晁
の
《
牡
丹
双
孔
雀
図
》、《
鷹

図
》
な
ど
様
々
な
流
派
や
画
家
た
ち
の
名
品
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
庶
民
に
分
か
り
や
す
い
絵
画
を
描
い
て
禅
の

布
教
を
お
こ
な
っ
た
禅
僧
、
白は

く
い
ん隠
の
《
達
磨
図
》
や
《
関

羽
図
》、《
七
福
神
図
》
は
、
素
人
っ
ぽ
さ
を
残
し
な
が
ら

味
わ
い
あ
る
作
品
と
し
て
人
気
を
集
め
た
佳
作
と
な
っ
て

い
ま
す
。

□
第
２
章
「
鉄
斎
、
小

し
ょ
う
ひ
ん
蘋
と
近
代
の
大
家
た
ち
」

　
第
２
章
で
は
、
富
岡
鉄
斎
と
野
口
小
蘋
を
中
心
に
日
本

近
代
絵
画
史
に
名
を
残
し
た
画
家
た
ち
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。「
最
後
の
文
人
画
家
」
と
称
さ
れ
る
鉄
斎
と
、
明

治
か
ら
大
正
に
か
け
て
南
画
壇
で
活
躍
し
た
小
蘋
は
、
い

ず
れ
も
山
梨
に
ゆ
か
り
の
あ
る
画
家
で
す
。
鉄
斎
は
、
明

治
８
年
に
生
涯
で
一
度
だ
け
富
士
登
山
を
行
い
ま
す
が
、

そ
の
と
き
に
甲
府
を
拠
点
に
吉
田
口
か
ら
登
り
ま
し
た
。

下
山
は
、
静
岡
側
で
し
た
が
、
途
中
か
ら
甲
府
へ
引
き
返

し
、富
士
川
を
下
っ
て
東
海
道
へ
出
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

そ
の
と
き
の
富
士
登
山
に
関
連
し
た
《
登
嶽
巻
》、《
富
士

山
巓
麓
略
図
》
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
《
十
六
羅
漢
図
》

な
ど
の
人
物
画
の
名
品
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
小
蘋
は
、
滋
賀
県
の
酒
造
業
野
口
家
に
嫁
ぎ
、
そ
の
営

業
所
の
あ
っ
た
甲
府
へ
３
年
間
ほ
ど
居
住
し
、
そ
の
後
、

上
京
し
て
東
京
画
壇
で
活
躍
し
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
小

蘋
の
得
意
と
し
た
人
物
・
山
水
・
花
鳥
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
作
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。《
西
王
母
図
》
は
、
第
３
回

内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
２
等
妙
技
賞
を
受
賞
し
た
小

蘋
の
美
人
画
に
お
け
る
頂
点
を
極
め
た
作
品
で
す
。《
甲

州
御
嶽
図
》
は
昇
仙
峡
の
実
景
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
小

蘋
自
身
に
お
け
る
印
象
を
加
味
し
た
心
象
風
景
と
し
て
描

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
池
大
雅
や
谷
文
晁
と
い
っ
た
江

戸
時
代
の
文
人
画
家
に
好
ま
れ
た
真
景
図
の
系
譜
に
あ

り
、
近
代
を
代
表
す
る
真
景
図
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
近
代
南
画
壇
の
重
鎮
、
小
室
翠
雲
や
関
西

画
壇
を
牽
引
し
た
竹
内
栖せ

い
ほ
う鳳
の
若
描
き
作
品
な
ど
珍
品
の

数
々
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

谷文晁《牡丹双孔雀図》

1802 年

開
館
30
周
年
記
念
展
「
山
梨
に
眠
る
秘
蔵
の
日
本
美
術
」

― 

県
立
美
術
館 

―

特　集 2
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□
第
３
章
「
山
梨
ゆ
か
り
の
近
代
絵
画
」

　
第
３
章
で
は
、
山
梨
出
身
、
も
し
く
は
山
梨
で
作
画
活

動
を
行
っ
た
近
代
画
家
た
ち
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
山

梨
の
近
代
南
画
壇
の
基
礎
を
築
い
た
竹
邨
三
陽
を
は
じ

め
、
三
枝
雲
岱
、
近
藤
東
来
、
中
村
蘭
林
、
野
口
小
蕙
ら

明
治
か
ら
昭
和
に
い
た
る
南
画
壇
で
活
躍
し
た
画
家
の
名

品
が
並
び
ま
す
。
一
方
で
、
流
派
や
文
人
画
（
南
画
）
な

ど
の
伝
統
的
な
様
式
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
近
代
美
術

教
育
を
基
礎
に
活
躍
し
た
画
家
た
ち
の
作
品
も
登
場
し
ま

す
。

　
東
京
美
術
学
校(

現
東
京
藝
術
大
学)

で
学
ん
だ
韮
崎

市
出
身
の
河
内
雅
渓
は
、
狩
野
派
の
橋
本
雅
邦
に
師
事
し

ま
す
が
、
伝
統
的
な
様
式
を
咀
嚼
し
た
上
で
新
た
な
西
洋

絵
画
の
技
法
や
理
念
を
学
び
ま
し
た
。
写
実
的
で
あ
り
な

が
ら
も
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
漂
う
《
昇
仙
峡
之
図
》
は
、

近
代
と
い
う
新
し
い
時
代
の
山
水
画
と
し
て
高
く
評
価
で

き
ま
す
。

　
笛
吹
市
出
身
で
、
同
じ
く
東
京
美
術
学
校
で
学
び
、
同

校
助
教
授
で
あ
っ
た
鶴
田
機
水
は
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
41
歳
の
若
さ
で
没
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
あ

ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
機
水
で
す
が
、《
密
画
金
溪

図
》
か
ら
も
、
そ
の
技
量
の
高
さ
は
十
分
に
認
め
ら
れ
ま

す
。

　
南
部
町
出
身
の
近
藤
浩
一
路
は
、
は
じ
め
洋
画
を
学
び

ま
す
が
、
漫
画
記
者
と
し
て
人
気
を
博
し
、
や
が
て
院
展

を
中
心
に
活
躍
し
て
近
代
を
代
表
す
る
水
墨
画
家
と
な
り

ま
す
。《
鶏
冠
井
青
嵐
》
は
、
行
方
不
明
で
あ
っ
た
「
京

洛
十
題
」
シ
リ
ー
ズ
３
点
の
う
ち
、
近
年
に
発
見
さ
れ
た

作
品
の
一
つ
で
あ
り
、
浩
一
路
の
代
表
作
に
数
え
ら
れ
る

名
品
で
す
。

　
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
市
へ
疎
開
し
て
山
梨
の
風
景
を
描

い
た
川
﨑
小
虎
や
、
官
展
へ
出
品
を
や
め
て
甲
府
に
ア
ト

リ
エ
を
築
き
、
画
塾
を
開
い
て
大
学
で
教
鞭
を
執
り
、
後

進
の
育
成
に
尽
力
し
た
近
藤
乾
年
な
ど
、
日
頃
、
常
設
展

示
で
お
馴
染
み
の
画
家
の
作
品
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
乾

年
の
《
百
大
黒
》
や
《
紅
葉
に
猪
図
》
な
ど
は
県
立
美
術

館
の
所
蔵
品
に
は
な
い
画
題
や
様
式
に
よ
る
珍
品
で
あ

り
、画
家
の
作
域
の
広
さ
を
知
る
佳
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
ゆ
か
り
の
画
家
の
中
で
も
山
梨
の
近
代
日
本
画

を
代
表
す
る
画
家
で
あ
る
望
月
春
江
の
《
春
に
生
き
ん
と

す
》
は
、
帝
展
へ
初
入
選
し
た
作
品
で
、
花
鳥
画
家
、
春

江
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
も
言
え
る
秀
作
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
現
代
に
お
け
る
奇
想
の
画
家
と
も
言
え
る

三
枝
茂
雄
や
の
む
ら
清
六
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
清
六
の

《
カ
ン
ナ
図
》
は
燃
え
上
が
る
よ
う
な
真
っ
赤
な
カ
ン
ナ

の
上
に
「
活
々
」
の
文
字
が
躍
っ
て
い
て
見
る
者
を
元
気

付
け
ま
す
。

本
展
は
以
上
の
主
だ
っ
た
作
品
を

含
め
、
約
90
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
多
く
は
初
公
開
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
山
梨
に
眠
る
〝
秘
蔵
〟
の

美
術
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
本
県
の

芸
術
水
準
の
高
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
美
術
へ
の
さ
ら
な

る
関
心
や
愛
着
を
生
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

会

期
：
～
平
成
21
年
３
月
29
日
（
日
）

（
一
部
展
示
替
え
を
行
い
、
３
月
10
日
か
ら

後
期
展
示
）

会

場
：
特
別
展
示
室

休

館

日
：
３
月
16
・
23
日

開
館
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入

場

料
：
一
　
般 

一
〇
〇
〇
（
八
四
〇
）
円

大
・
高
生 

五
〇
〇
（
四
二
〇
）
円

中
・
小
生 

二
六
〇
（
二
一
〇
）
円

■
次
回
特
別
展
の
ご
案
内

 

ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
ベ
ル
ギ
ー
近
代
絵
画
の
あ
ゆ
み

　
～
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
、
印
象
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
～

　
会
　
期
：
平
成
21
年
４
月
18
日(

土)～
７
月
５
日(

日)

　
会
　
場
：
特
別
展
示
室

野口小蘋《西王母図》

1890 年

河内雅渓

《昇仙峡之図》

制作年不明

※
（
　
）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
、
前
売
り
料
金
、
県
内
宿

泊
者
割
引
料
金

小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
無
料
、

県
内
65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
健
康
保
険
証
等
持
参
）
は

無
料
、
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
方
は
ご
本
人
と
そ
の

介
護
者
１
名
が
無
料
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● 平成２１年度第３０回関東地区学校図書館研究大会甲府大会 ●

　
平
成
21
年
度
第
30
回
関
東
地
区
学
校
図
書
館
研
究
大

会
甲
府
大
会
が
、
平
成
21
年
８
月
６
日
（
木
）
～ 

７

日
（
金
）
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
学
校
図
書
館
や

読
書
に
関
す
る
理
論
・
実
践
研
究
を
目
的
と
し
、
山
梨

学
院
大
学
を
会
場
に
、
関
東
地
区
の
小
中
学
校
・
高
等

学
校
な
ど
の
学
校
図
書
館
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
ま

す
。
本
大
会
は
、
山
梨
県
学
校
図
書
館
教
育
研
究
会
ほ

か
４
団
体
が
主
催
し
、
文
部
科
学
省
ほ
か
９
団
体
の
後

援
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
会
式
に
続
く
全
体
会
に
お
い
て
、
山
梨
に
関
す
る

本
の
執
筆
や
講
演
活
動
を
さ
れ
て
い
る
福
岡
哲
司
先
生

に
よ
る
記
念
講
演
、
山
梨
園
芸
高
等
学
校
「
す
い
れ
き

太
鼓
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
「
や
ま
な
し
」
の
文
学
、

芸
能
を
紹
介
し
、
大
会
の
幕
が
開
き
ま
す
。

　
研
究
発
表
は
大
会
主
題
で
あ
る
「
学
び
の
力
と
豊
か

な
読
書
生
活
の
創
造
～
学
び
の
力
の
基
幹
と
な
る
読
書

の
在
り
方
と
情
報
活
用
能
力
の
育
成
～
」
の
下
、
関
東

地
区
１
都
７
県
の
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支

援
学
校
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
30
の
分
科
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

  

「
知
識
基
盤
社
会
の
進
展
」
や
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

な
ど
社
会
が
変
化
す
る
中
で
、『
確
か
な
学
力
・
豊
か

な
心
・
健
や
か
な
体
の
調
和
』
を
重
視
す
る
「
生
き
る

力
」を
は
ぐ
く
む
こ
と
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
21
世
紀
を
切
り
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
日

本
人
の
育
成
を
目
指
す
観
点
か
ら
改
正
さ
れ
た
教
育
基

本
法
や
各
学
校
段
階
の
教
育
の
目
標
が
規
定
さ
れ
た
学

校
教
育
法
、
平
成
20
年
１
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申

を
受
け
、
平
成
20
年
３
月
に
は
小
中
学
校
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
が
行
わ
れ
る
な
ど
教
育
の
改
革
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
学
校
図
書
館
の
大
切
さ
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領

の
中
で
、
国
語
科
の
言
語
活
動
例
と
し
て
、「
読
書
生

活
を
振
り
返
り
、
本
の
選
び
方
や
読
み
方
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
」
や
「
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
学
校
図

書
館
の
施
設
な
ど
を
活
用
し
て
得
た
情
報
を
比
較
す
る

こ
と
」
な
ど
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い

ま
す
。
学
校
図
書
館
が
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
・
読
書
指

導
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
使
命
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
「
学
び
の
力
」
を
育
成
す
る
こ
と

へ
と
つ
な
が
り
、
こ
の
「
学
び
の
力
」
が
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
読

書
生
活
、「
豊

か
な
心
」
を
は

ぐ
く
む
こ
と
へ

と
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
ま

す
。

　
本
研
究
大

会
に
お
い
て
、

日
々
の
実
践
や

研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
創
意
工

夫
な
ど
に
つ

い
て
広
く
交

流
が
深
め
ら

れ
る
こ
と
で
、

今
後
各
地
で

学
校
図
書
館

の
活
性
化
が

図
ら
れ
、
新

た
な
学
び
の

力
と
豊
か
な

読
書
生
活
が

創
造
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
す
、
充
実
し
た
大
会
に
し
た
い
と
の
思
い

で
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
催山

梨
県
学
校
図
書
館
教
育
研
究
会
、
山
梨
県
高

等
学
校
教
育
研
究
会
学
校
図
書
館
部
会
、
関
東

地
区
学
校
図
書
館
協
議
会
、（
社
）
全
国
学
校
図

書
館
協
議
会

後
援
（
予
定
）

文
部
科
学
省
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
、
甲
府
市

教
育
委
員
会
、
山
梨
県
連
合
教
育
会
、
山
梨
県

高
等
学
校
教
育
研
究
会
、
山
梨
県
公
立
小
中
学

校
長
会
、
山
梨
県
高
等
学
校
長
協
会
、
山
梨
県

公
共
図
書
館
協
会
、（
財
）
山
梨
県
教
育
公
務
員

弘
済
会

前回川越大会の様子

前回川越大会の様子

 

平
成
21
年
度
第
30
回
関
東
地
区
学
校
図
書
館
研
究
大
会
甲
府
大
会
に
つ
い
て

― 

高
校
教
育
課 

―
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● 「農村漁村生活体験事業」実施報告 ●

○
事
業
の
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
事
業
は
、
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
や
自
立
心
、
思
い
や

り
の
心
、
規
範
意
識
な
ど
を
育
み
、
力
強
い
子
ど
も
の
成

長
を
支
え
る
教
育
活
動
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
農
山
漁
村
に
お
い
て
、
１
泊
以
上
の
民
泊
を
含
め

た
長
期
宿
泊
体
験
活
動
を
行
う
も
の
で
、
全
国
で
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、「
集
団
宿
泊
活
動
や

自
然
体
験
活
動
な
ど
の
豊
か
な
体
験
活
動
」
を
通
し
て
子

ど
も
の
内
面
に
根
ざ
し
た
道
徳
性
の
育
成
を
図
る
な
ど
、

体
験
活
動
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
次
の
２
校
の
推
進
校
が
、
静
岡
県
の
漁
村

や
長
野
県
の
農
山
村
で
様
々
な
体
験
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

○
指
定
校
か
ら
の
成
果
の
報
告

■
中
央
市
立
田
富
南
小
学
校

　
田
富
南
小
学
校
で
は
、
本
年
度
「
農

村
漁
村
生
活
体
験
事
業
」
の
モ
デ
ル
校

の
指
定
を
受
け
、
７
月
23
日
か
ら
静
岡

県
牧
之
原
市
を
拠
点
に
３
泊
４
日
の
臨

海
自
然
活
動
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
学
年
は
５
、６
年
児
童
86
名
。
活
動
の
ね
ら
い
を「
山

に
囲
ま
れ
、
海
を
あ
ま
り
目
に
す
る
機
会
の
な
い
本
校
児

童
が
、
異
な
る
地
域
で
の
生
活
体
験
を
通
し
て
自
然
生
活

や
地
域
へ
の
興
味
関
心
を
持
ち
、
地
域
や
自
分
自
身
の
生

き
方
を
考
え
る
こ
と
」
と
設
定
し
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

　
太
平
洋
の
大
海
原
を
目
に
す
る
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
割

れ
ん
ば
か
り
の
大
歓
声
。
３
つ
の
民
宿
に
分
か
れ
、
地
引

き
網
・
塩
作
り
・
海
水
浴
・
お
茶
摘
み
・
海
洋
カ
ヌ
ー
体

験
な
ど
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
臨
海
自
然
体
験
を
し
た
子

ど
も
た
ち
。
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
楽
し
く
有
意
義
な

活
動
だ
っ
た
。」
と
答
え
た
児
童
が

100
％
。
と
り
わ
け
、

海
を
目
に
す
る
機
会
の
少
な
い
本
校
児
童
に
と
っ
て
「
海

洋
活
動
」は
魅
力
に
溢
れ
充
実
し
た
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

感
想
文
に
は
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
地
元
の
方
々
へ
の
感

謝
の
言
葉
も
多
く
見
ら
れ
、
活
動
の
ね
ら
い
は
達
成
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

も
、「
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
す
る
よ
う
に
な
り
自

立
心
が
増
し
た
。」「
社
会
の
事
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。」
な
ど
、
活
動
を
評
価
す
る
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
86
名
の
子
ど
も
達
は
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
を
し
、
異
な

る
地
域
の
自
然
・
人
・
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
有
意
義
な

体
験
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
南
部
町
立
万
沢
中
学
校

　
万
沢
中
学
校
で
は
、
今
年
度
、「
農

村
漁
村
生
活
体
験
事
業
」
の
指
定
を
受

け
、
様
々
な
体
験
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
宿
泊
を
伴

う
も
の
と
し
て
、
春
に
は
漁
業
に
関
わ

る
体
験
活
動
を
主
と
し
た
「
海
辺
の
体

験
教
室
」、
冬
に
は
農
業
に
関
わ
る
体
験
活
動
を
主
と
し

た
「
雪
国
体
験
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
海
辺
の
体
験
教
室
」
で
は
、
地
引
き
網
や
干
物
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
地
引
き
網
で
は
網
を
引
く
ロ
ー
プ
が

200
ｍ
近
く
あ
り
、
参
加
者
全
員
が
大
変
な
思
い
で
網
を
引

き
上
げ
ま
し
た
が
、
網
に
か
か
っ
た
魚
は
ご
く
わ
ず
か
で

「
漁
業
の
大
変
さ
」
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
干
物
作
り
で
は
、
イ
カ
の
干
物
を
作
り
、
家
で
食

べ
て
み
ま
し
た
が
、
自
分
で
作
っ
た
干
物
は
格
別
の
味

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　「
雪
国
体
験
教
室
」
で
は
、
ス
キ
ー
や
雪
遊
び
（
雪
像

作
り
）
を
行
っ
た
り
と
普
段
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
生

活
を
体
験
し
た
り
、
自
分
た
ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
わ
さ

び
漬
け
や
味
噌
を
作
る
な
ど
、
農
産
物
の
加
工
に
関
す
る

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
寒
い
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
厳
し

い
自
然
の
中
で
行
う
作
業
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
生

徒
た
ち
も
改
め
て
農
業
の
大
変
さ
や
、
大
切
さ
、
自
分
た

ち
の
住
む
地
域
と
の
違
い
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し

た
様
々
な
体
験
活
動
を
通
し
て
「
規
律

あ
る
生
活
」「
社
会
の
活
動
へ
の
参
画
」

な
ど
、
新
た
な
道
徳
的
価
値
も
併
せ
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
ま
と
め

　
こ
の
事
業
は
、本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

各
校
の
報
告
内
容
の
よ
う
に
、
大
き
な
成
果
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
、
文
部
科
学
省
で
は
、
小
学
校
を
対
象
に
こ

の
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
き
、
５
年
後
を
め
ど
に
全
国
の

小
学
校
で
農
山
漁
村
に
お
い
て
長
期
宿
泊
体
験
活
動
が
で

き
る
よ
う
、
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、「
道
志
村
」
が
受
け
入
れ
モ
デ
ル
地
域
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
主
に
横
浜
市
の
小
学
校
を
受

け
入
れ
、
民
泊
に
よ
る
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

  

来
年
度
の
農
山
漁
村
生
活
体
験
事
業
（
一
部
改
名
）
は
、

小
学
校
の
推
進
校
５
校
で
実
践
す
る
予
定
で
す
。

「
農
村
漁
村
生
活
体
験
事
業
」
実
施
報
告

　
　（
文
部
科
学
省
「
農
山
漁
村
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
生
活
体
験
推
進
校
」）

― 

義 

務 

教 

育 

課 

―



 

　
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、３
月
14
日
（
土
）

か
ら
４
月
５
日
（
日
）
ま
で
、「
知
ろ
う
山
梨
の
歴
史
！

『
山
梨
の
遺
跡
展
２
０
０
９
』」
と
題
し
て
、
平
成
20
年
度

中
に
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
や
市
教
育
委
員
会
で
実
施
し

た
発
掘
調
査
の
成
果
を
、
土
器
や
石
器
等
の
出
土
品
、
写

真
パ
ネ
ル
を
用
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
都
留
バ
イ
パ
ス
建
設
に
先
立
ち
調
査
を
行
っ
た
都
留
市

の
美み

と
お
し通

遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
（
今
か
ら
４
千
年
～

５
千
年
程
前
）
の
床
面
に
平
坦
な
石
を
敷
い
た
竪
穴
住
居

跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
実
験
線
の
建
設

に
先
立
ち
調
査
を
行
っ
た
笛
吹
市
の
三さ

ん
こ
う光
遺
跡
で
は
、
同

じ
く
縄
文
時
代
中
期
の
美
し
い
装
飾
が
施
さ
れ
た
土
器
が

多
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
梨
各
地
に
あ
る
鎌

倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
の
お
寺
の
発
掘
調
査
の
成
果
も
紹

介
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
「
武
田
関
連
城
館
跡
の
調

査
と
展
望
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
武
田
氏

に
関
連
し
た
城
跡
や
館
跡
の
最
新
の
学
術
調
査
と
こ
れ
か

ら
の
整
備
の
展
望
を
紹
介
し
ま
す
。

　
武
田
信
玄
が
政
務
を
執
っ
た
甲
府
市
の
国
史
跡
武
田
氏

館
跡
を
始
め
と
し
て
、
甲
斐
源
氏
の
発
展
の
礎
を
築
い
た

逸へ

み見
清
光
の
築
城
と
伝
え
ら
れ
る
北
杜
市
の
国
史
跡
谷や

と戸

城
跡
、
そ
の
清
光
の
子
で
あ
り
甲
斐
武
田
氏
の
祖
で
あ
る

武
田
信
義
が
館
を
構
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
韮
崎
市
の
市
史

跡
武
田
信
義
館
跡
、
信
玄
の
父
信
虎
が
誕
生
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
笛
吹
市
の
信
虎
誕
生
屋
敷
遺
跡
等
を
紹
介
し
ま

す
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
遺
跡
を
含
め
、
18
以
上
の
県
内
各
地

の
遺
跡
が
一
同
に
会
し
ま
す
。
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史

に
触
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

■
遺
跡
展
の
概
要

開
催
期
間
　
平
成
21
年
３
月
14
日
（
土
）

         

　
　 

　
～
４
月
５
日
（
日
）（
月
曜
休
館
）

観
覧
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

会
　
　
場
　
山
梨
県
立
考
古
博
物
館 

多
目
的
室

観

覧

料
　
無
料

※
考
古
博
物
館
常
設
展
観
覧
の
際
に
は
観
覧

料
が
必
要
で
す

■
各
種
事
業
の
紹
介

・
出
前
支
援
事
業

　
県
内
の
学
校
を
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
学

校
ま
で
職
員
が
出
張
し
、
土
器
作
り
か
ら
土
器
焼
き
、

勾
玉
作
り
や
石
器
作
り
等
、
授
業
に
合
わ
せ
た
内
容

で
支
援
し
ま
す
。

・
発
掘
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　
一
般
の
方
々
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に

発
掘
調
査
し
て
い
る
遺
跡
で
、
半
日
単
位
で
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
先
生
の
た
め
の
考
古
学
講
座

　
学
校
が
夏
休
み
の
時
期
に
先
生
方
を
対
象
と
し
て

２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
回
目
は
、
土
器
の
梱
包
の
仕
方
や
土
器
作
り
等
、

実
践
的
な
講
座
を
行
い
ま
す
。
２
回
目
は
、
土
器
焼

き
を
行
っ
た
り
、
火
起
こ
し
道
具
を
使
っ
て
火
起
こ

し
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
１
回
目
と
２
回
目
を
修
了
し
た
先
生
方
に
は
、
考

古
資
料
等
の
貸
し
出
し
を
い
つ
で
も
受
け
ら
れ
る
修

了
証
を
お
渡
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
考
古
学
資
料
等
の
貸
し
出
し
、

職
場
体
験
学
習
、
講
師
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

電
　
話
０
５
５
―
２
６
６
―
３
０
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
―
２
６
６
―
３
８
８
２
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● 知ろう山梨の歴史！「山梨の遺跡展２００９」と各種事業の紹介 ●

約５千年前の深鉢型土器
（笛吹市三光遺跡）

知
ろ
う
山
梨
の
歴
史
！
「
山
梨
の
遺
跡
展
２
０
０
９
」 

と
各
種
事
業
の
紹
介

― 

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

―



１　調査の概要

（１）調査内容 新体力テスト（８種目）
  健康実態調査（１０項目）

（２）実施時期 平成２０年４月～７月
（３）実施人数 県内公立小（２００校）・中（９３校）              
  ・高（全日３２校、定時８校）
   合計　　９４，７６３人 

実施率　　　９７．８％

２　調査結果の概要

（１）新体力テスト【全国との比較】

  本県の結果と全国（平成１９年度）の結果を比較す
ると、総合的な体力を示す合計点では、小学生女子は
概ね全国レベルに近づきましたが、男女とも全ての年
齢で全国を下回っており、本県の児童生徒の体力・運
動能力は全国と比較し、依然低い状況にあることが分
かりました。また、中・高等学校段階で男女ともに全
国との差が広がる傾向が見られました。

（２）新体力テスト【４年間の推移】

　男女ともに、定時制を除く全ての年齢において平成
１７年度と比較し、改善傾向が見られました。また、
総合評価分布では、ほとんどの学年で平成１７年度以
降、優れているＡ・Ｂ評価の割合が増加し、劣ってい
るＤ・Ｅ評価の割合が減少しました。
　測定項目別では、特に「上体起こし」「反復横跳び」

「20ｍシャトルラン」の記録の伸びが大きく、「50ｍ走」
「立ち幅跳び」「ボール投げ」は、調査開始時から共通
して、横ばいか低下傾向が見られました。
　このことから、本県児童生徒の体力の特徴として、
体力系の項目に比べ、操作系の身体能力に課題がある
ことが分かりました。

（３）健康実態調査【平成１７年度との比較】

　全体的には 31.1％の項目で平成１７年度の数値を
上回り、わずかではありますが４年間で生活習慣の改
善傾向が伺えました。特に中・高校生にスナック菓子
等の摂取やＴＶ視聴時間等で改善された項目が多く、
逆に小学校低学年ではあまり改善傾向は見られません
でした。

（４）健康実態調査【健康３原則の状況】

①運動頻度の状況

　男女ともに一定の年齢から運動離れの傾向が見ら
れ、男子は 13 歳頃から、女子は男子と比較し２年ほ
ど早く、11 歳頃から運動をしなくなる傾向が見られ
ました。
②朝食摂取の状況

　男女ともに 12 歳を境に「毎日食べ
る」割合が減少しはじめ、中・高等学
校では、約 15 ～ 25％の生徒に、小学
校でも約 6 ～ 11% の児童に毎日朝食
を食べる習慣が身に付いていないこと
が分かりました。
③睡眠時間の状況

　小学校と中・高等学校では生活スタイルが定期試験
や受験等の関係から大きく異なるため、加齢とともに
睡眠時間は短くなる傾向が顕著に見られました。
④生活習慣と体力との関係

　よく運動をし、朝食をしっかり食べる児童生徒の体
力は高い傾向にあります。しかし、睡眠時間と体力の
関係は、睡眠の質や朝の過ごし方、運動の実施などが
影響するため、小学校では睡眠時間が長いほど体力は
高い傾向にありますが、中・高校生は睡眠時間が長い
ほど体力が低い傾向が見られました。

３　調査結果からみた今後の課題

　調査開始から４年間で全体的な改
善傾向は見られています。しかし、基
礎的な体力要素と比較し、操作系の身
体能力に課題があります。これは、単
に運動不足ではなく、身体の操作性を
要する遊びや運動の不足が考えられ

ます。そのため、各学校においては「できる」楽しさ
を経験させる体育の授業を充実することはもとより、
一校一実践運動などにおいて、遊びや運動の質に視点
を向け、進んで運動に親しむ態度を育てることが重要
です。また、小学校低学年からの健康的な生活習慣の
確立に向けた継続的な取組も一層求められます。

9

● 「平成２０年度新体力テスト・健康実態調査」結果の概要 ●

　県教育委員会では、児童生徒の健康・体力の向上と、
体育・スポーツ活動の指導上の基礎資料として活用
することを目的に、平成１７年度から県内全公立小・
中・高等学校の児童生徒を対象にした「新体力テスト・
健康実態調査」を実施しています。また、昨年度か
ら調査結果の分析・考察については、山梨大学に委
託しています。
　この度、その調査結果がまとまりましたので、概
要についてお知らせします。

平成２０年度新体力テスト・健康実態調査の結果はホームページか
らもご覧になれます。
 http://www.ypec.ed.jp/tairyoku/tairyokutest/index.html

「平成２０年度新体力テスト・健康実態調査」結果の概要

― スポーツ健康課 ―
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● 「やまなし若者地域活性化プロジェクト推進事業」実施報告 ●

　「
や
ま
な
し
若
者
地
域

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業
」（
通
称
「
ワ

イ
ワ
イ
（
Ｙ
Ｙ
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」）
は
、
若
者

た
ち
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
、
甲
府
市
中
心

市
街
地
を
活
性
化
す
る

取
組
を
通
じ
て
、
地
域
で

活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
事
業
で
す
。
こ

の
事
業
に
、
甲
府
市
の
中
心
市
街
地
を
今
よ
り
も
元
気
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
を
持
っ
た
県
内
の
学
生
な
ど
20

名
の
若
者
が
集
ま
り
、
５
月
30
日
、
ワ
イ
ワ
イ
（
Ｙ
Ｙ
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

□
活
性
化
ア
イ
デ
ィ
ア
の
決
定

  

推
進
委
員
会
で
は
、
活
性
化
ア
イ
デ
ィ
ア
を
広
く
公
募

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
早
朝
、
通
勤
、
通
学
す
る
人
た

ち
に
ビ
ラ
を
配
っ
た
り
、
大
学
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た

り
、
委
員
に
よ
る
広
報
活
動
に
よ
っ
て
、
高
校
生
、
大
学

生
、
社
会
人
か
ら
36
件
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
書
類
審
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
審
査
を
経
て
、
次
の
６
件
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、「
リ
ト

ル
甲
府
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
飾
り
つ
け
コ
ン
ク
ー
ル
」「
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」

「
山
梨
県
民
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」「
昭
和
レ
ト
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
採
用
し
ま
し
た
。

□
若
者
の
活
気
あ
ふ
れ
る
商
店
街

  

９
月
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
施
す
る
た
め
、
27
名
か
ら
な

る
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、12
月
か
ら
実
行
に
移
さ
れ
、ま
ず
「
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
り
つ
け
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
、
県
内
大

学
の
バ
ン
ド
や
合
唱
団
等
が
発
表
す
る
「
県
民
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ

音
楽
部
門
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
続
い
て
、
１
月
10
日
に
は
、
３
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
同
時
に
実
施
し
、
甲
府
銀
座
通
り
を
舞
台
と
し
て
、

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」「
昭
和
レ
ト
ロ
祭
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
、
銀
座
通
り
に
た
く
さ

ん
の
品
物
が
並
べ
ら

れ
ま
し
た
。「
昭
和

レ
ト
ロ
祭
り
」
で
は
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を

兼
ね
た
模
擬
店
、
昭

和
の
雰
囲
気
を
出
し

た
看
板
や
資
料
の
展

示
、
昭
和
の
遊
び
コ
ー

ナ
ー
、
そ
し
て
バ
ナ

ナ
の
叩
き
売
り
な
ど

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
オ
リ
オ
ン

通
り
で
は
、「
県
民
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
身
体
表
現
部

門
」
を
開
催
し
、
観
客

を
巻
き
込
ん
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
17
、

18
、
24
、
25
日
に
は
、
小
学
生
が
店
を
開
き
、
ま
ち
を
盛

り
上
げ
る
企
画
、「
リ
ト
ル
甲
府
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行

い
ま
し
た
。
甲
府
銀
座
に
雑
貨
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、
小
学

生
の
声
が
元
気
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

□
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　
若
者
た
ち
は
、
広
報

は
も
と
よ
り
、
商
店

街
や
商
工
会
、
市
や
警

察
な
ど
と
の
連
携
に
試

行
錯
誤
を
重
ね
、
企
画

を
実
現
し
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

「
や
ま
な
し
若
者
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」
実
施
報
告

　
　
〜 

ワ
イ
ワ
イ
（
Ｙ
Ｙ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

〜

― 

社
会
教
育
課 

―

会議風景

昭和レトロ祭り

山梨県民ＳＨＯＷリトル甲府１号店



 　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目
指す「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設を紹介します。

ミュージアム甲斐・ネットワーク  

～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―

　普段、何気なく使っている「電気」が、どのよう
に作られて皆さんのところへ届けられているのか！
TEPCO 葛野川ＰＲ館では、実際に発電所 ( ３コース )
をご覧いただきながら「電気」について分かりやすく
ご案内しております。
①葛野川発電所・葛野川ダム

所要時間：３時間（ＰＲ館見学含む）
案 内 日：毎　日（休館日以外）
案内時間：9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00

②駒橋発電所
所要時間：１時間
案内日：１２月～４月（水・土曜日）
案内時間：10:00 ～ 15:00 の間でご案内

③八ﾂ沢発電所とその水路設備（国の重要文化財）
　所要時間：２時間３０分
　案 内 日：１２月～４月（水・土曜日）
　案内時間：9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:30
※ 見学は専用バス２台（最大８０名様まで）でご案

内致します。（要電話予約）
住　　所：大月市賑岡町強瀬 1101-2
電話番号：0554-30-1020
担 当 者：小林
休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
入 館 料：無料
駐 車 場：無料（普通 10 台、バス 2 台）
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク／ＴＥＰＣＯ葛野川ＰＲ館・平山郁夫シルクロード美術館 ●

 TEPCO　葛野川ＰＲ館　（大月市）

　当館は平山郁夫の絵画とシルクロードの文化と歴史
に関る美術品を展示しています。年に２度展覧会を行
い、各種講演会や講習会、コンサートを開催していま
す。
　また、青少年に対する学習機会の充実を目的とした、
休日を用いた美術館施設の開放、体験プログラムの実
施、研修の受入なども行っています。（免除制度は当
館ＨＰをご覧下さい）
　平成１９年には、新館部分を増設し、展示・収蔵ス
ペースが倍の大きさになりました。風光明媚な八ケ岳
南麓にお越しの際はぜひご来館ください。（長坂 IC か
ら車で１０分。ＪＲ小海線甲斐小泉駅前すぐ。）

平山郁夫シルクロード美術館（北杜市）

美術館外観

（山梨県第３回福祉の

まちづくり施設賞優

秀賞受賞）

①葛野川発電所

専用ﾄﾝﾈﾙ 5km・地下

500 ｍにある世界最大

級の有効落差（714 ｍ）

を誇る発電所

③八ﾂ沢発電所とその水路設備設平
成 17 年に国の重要文化財に指定さ
れた 14km（国内最大規模）におよ
ぶ水路設備

②駒橋発電所
明治 40 年に運転を開始し、長距離
送電の草分けとなった発電所

美術・歴史の勉強だけでな

く、ビデオ鑑賞や芝生の庭

で遊ぶこともできる

講演会の様子

展覧会の内容に合わせた勉

強会を実施している

住　　所：北杜市長坂町小荒間 2000-6
電話番号：0551-32-0225
担 当 者：松山（事務）、堀内（学芸）
休 館 日：火曜日、展示替え期間、冬季休館　 
入 館 料 ：小中学生無料、高大学生 800 円、一般 1,200

円、団体 (20 名以上 )・高齢者は 100 円割引
駐 車 場：無料 ( 普通 50 台、バス 10 台 )
U R L：http://www.silkroad-museum.jp/



　こう毎日仕事に家事に、子供の学校行事や地域活動な

どに追いまくられていると、ふと人生これでいいのか、

と焦燥感や閉塞感におそわれることがある。普段はその

ままほったらかしであるが、６年前に一大決心、１歳の

娘を実家に預け、一週間ベトナムへ。といっても生徒を

引率した仕事の一環ではあるが、兎に角このチャンスを

逃したら当分海外へなんか行けないぞと強烈に思い、申

し込んだら運良く行けることに。

　目的は植林ボランティア。ベトナム戦争で枯れ葉剤に

より不毛となった土地に、成長が早いマングローブの苗

を植えるというもの。県内の高校生を中心に中学生・大

学生・社会人の約６０名の団体である。毎年参加してい

るという年配の方や環境問題に関心の高い会社社長さん

などパワフルで器の大きい方々に感心。中でも主催者側

でテキパキと仕事をこなす職員の方がカッコよくて、憧

れの女性の一人にチェック。ホーチミン市のエネルギッ

シュなベトナム人（一家４人が１台のバイクに乗る！）

や交流した現地の素朴な小学生、戦争時の地下基地、無

数の戦没者名を刻んだ寺院の壁、枯れ葉剤の影響で生ま

れた奇形児の標本など、正の部分も負の部分も受入れ、

次は親子で参加したいなと帰国。こういう時に限って、

家では娘が水疱瘡を罹らってたというオマケつき。（苦笑）

（山梨園芸高校）

　大学時代、ニュージーランドを訪れた。知的障害をも

った男性（Ａさん）と共にである。企業が行っている「障

害者リーダー育成海外研修」で、私がＡさんの支援者と

なったからだ。3 か月間、寝食を共にし、研修を行う。私

の主な役割は通訳だった。

　通訳といっても、それほど英語が得意なわけではない。

見知らぬ土地で、2 人だけの研修。Ａさんにとっては、支

援者の私だけが頼りなのだ。とにかく知っている英語を

使い、現地の人に話しかけた。未熟な英語でも「伝えたい」

という思いがあれば、通じる。身振り手振り、モノマネ

で乗り切った。

　現地の文化を知るという名目で観光もした。最北端か

ら最南端まで、ツアー旅行では行けない場所まで行った。

透きとおった青い海、人口より多い羊、ロード・オブ・

ザ・リングのロケ地…。感動は数え上げるときりがない。

海外に行くと、驚きや発見があり、自分の視野が広がる。

机の上では学べないことがあふれている。その体験を子

どもたちにも伝えていきたい。次の海外旅行は、フラン

スの予定。夢はますます膨らむ。

（やまびこ支援学校）

らくがき

「人生こんなもん？」

宮澤　芳美

「私と海外旅行」

武井　恒
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● らくがき・県立文学館開館２０周年記念　太宰治展　生誕１００年 ●

— 県立文学館　開館２０周年記念  —

太宰治展　生誕１００年
会期　平成２１年５月２日（土）～６月２８日（日）

　県立文学館では、開館２０周年の記念として、生誕１００年を迎える太宰治（1909 ～1948、青森県生まれ）の

展覧会を行います。

　太宰は長く小説が書けない時期が続いた後、1938（昭和 13）年９月、井伏鱒二の誘いで御坂峠の天下茶屋を訪れ、

執筆活動を再開します。11月、御坂峠を降りて甲府に下宿、翌年１月には、当時の都留高等女学校の教諭だった

石原美知子と結婚。甲府での落ち着いた生活の中で「富嶽百景」「女生徒」などを執筆、

「I can speak」や「新樹の言葉」など、甲府を舞台とした小説も発表しています。同年

９月、三鷹に転居した後も、甲府の石原家に疎開して「お伽草紙」を完成させ、甲府

空襲の体験を小説「薄明」として発表するなど、山梨は太宰の生涯と作品に深い関わ

りを持っています。戦後、「斜陽」「人間失格」などの傑作を書き上げますが、1948 年

６月、玉川上水に入水、遺体は 19 日、39 歳の誕生日に発見されました。1953 年10 月、

全国に先駆けて太宰の文学碑が御坂峠に建てられ、「富嶽百景」の一節「富士には月

見草がよく似合ふ」が刻まれました。

　本展では、太宰治の原稿、書簡、書画、愛用品、写真など約 200 点の資料により、

太宰の生涯をたどります。 太宰治



　本校は、豊かな自然に恵まれ、旧甲州街道と新しい中央自

動車道が隣接する場所に位置しており、今年度末には５８年

間という長い伝統と歴史に終止符を打つことから、今、全校

生徒５７名は「３年生へ贈る会」「閉校式」に向けて熱心に取

り組んでいます。

　総合的な学習の時間では『地域から』をテーマに、環境・福祉・

人権、そして国際理解へと学びを広げています。学習の流れ

としては、１年では「触れる」、２年では「深める」、３年で

は「広げる」という段階を持たせています。

◇ １０月の総合の日

　１年生は「上野原の伝統文化、環境」のテーマに基づき、

小テーマを設定して、市内の神社・寺院・商店・営業所及び

個人宅等を訪問し、聞き取り調査や体験活動を行いました。

２年生は自分自身を見つめ、キャリア教育の一環として将来

を見据えた ｢ 職業 ｣ についての学習で、上野原、大月の販売所、

店舗、企業等で職場体験学習をしました。３年生は、｢いのち｣

にかかわるそれぞれのテーマごとに上野原市内や東京へ出か

け、関係機関を訪問しました。

◇ 全校生徒ポスターセッションによる発表会

　12 月 14 日に授業参観の中で発表会を行い、発表者と聴衆が、

対話の中から多くの知識を得ることができました。参加した

多くの保護者からも、個性ある発表に感心の声が上がってい

ました。

　八ヶ岳の麓、北杜市日野春の地に、大樹プラタナスに見守

られた北杜高校があります。総合学科・普通科・理数科を抱

えた北杜高校は平成20年度から国立教育政策研究所指定の「総

合的な学習の時間研究指定校」となりました。これは全国の

高校から唯一選ばれ、総合的な学習の時間における評価を研

究するものです。

　これに合わせ、北杜高校では総合的な学習の時間に限らず

全ての授業の在り方を見直そうと「授業改革プロジェクト」

が始まりました。「学びの創造」を最重点課題とし、「学ぶ喜

び・学ぶ感動・学ぶ楽しさ」を追究した授業を目指しています。

具体的行動目標として『①考えろ！考えろ！考えろ！　②「調

べる、まとめる、書く、話す」力をつけよう　③覚えるだけ

の勉強はやめよう』を掲げ、全ての生徒が身に付けるべき学

力とは何かという、教育の根源にかかわる問題までをも視野

に入れた改革が進行中です。

　本校は、今年３月に第６回卒業式を迎えますが、1916 年 (

大正５年 ) に創立した北巨摩郡立農学校の時代から数えると実

に 91 回を超える卒業生を送り出したことになります。この伝

統に甘んじることなく、北杜高校は改革の道をさらに進めて

行く決意です。
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● 学校紹介／上野原市立平和中学校・北杜高校 ●

「地域から」
〜　総合的な学習の時間の取り組みを通じて　〜 

上野原市立平和中学校

生徒を見守るプラタナス パソコン室での実習 総合的な学習発表会

１年総合の日（体験学習）　 ２年総合の日（職場体験）　　 ポスターセッションによる生徒発表会

授業改革進行中 
県立北杜高等学校
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● 総合教育センター情報／教育相談部 ●

　
平
成
19
年
度
の
全
国
的
な
調
査
に
よ
る
と
、
病
気
や
ケ

ガ
、
経
済
的
理
由
な
ど
以
外
で
年
間
30
日
以
上
休
む
、
い

わ
ゆ
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
全
国
の
小
中
学
校
で
お
よ

そ
13
万
人
に
及
ぶ
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
平
成
13

年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
18
・
19

年
度
と
２
年
間
は
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県

で
も
中
学
校
に
お
い
て
は
、
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
不
登
校
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て

は
、
小
学
生
で
は
家
庭
生
活
、
中
学
生
で
は

学
校
生
活
が
起
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
小
学
生
で
は
親
子
関
係
、
中
学
生
で
は

友
人
関
係
、
学
業
不
振
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
教
育
相
談
部
の
相

談
内
容
を
主
訴
別
に
見
る
と
、
平
成
20
年
12

月
末
現
在
で
、
電
話
相
談
は
件
数
の
多
い
順

に
、
不
登
校
・
学
校
問
題
・
情
緒
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
面
接
相
談
で
は
、
不
登
校
・
情
緒

問
題
・
学
校
問
題
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
不
登
校
の
問
題
が
一
番
多
く
、
昨

年
度
ま
で
多
か
っ
た
い
じ
め
の
問
題
は
件
数

が
減
っ
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
問
題
の
相
談
を
通
し
て
感
じ
る
こ

と
は
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
は
学
校
を
嫌
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、「
人
間
関
係
に
つ
ま

ず
い
て
い
る
こ
と
」
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
登
校
で
き
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
子
の
不
登
校
の
問
題
が
本
当
の
意

味
で
解
決
し
た
と
は
言
い
難
い
気
が
し
ま
す
。
不
登
校
の

児
童
・
生
徒
に
大
切
な
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
て

い
る
問
題
を
乗
り
越
え
、「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
す
。
特
に
「
社
会
性
」
を
身
に
つ
け
、「
人
と
の

か
か
わ
り
方
」
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
不
登
校
だ
っ
た
児
童
生
徒
が
学
校
へ
、
そ

し
て
教
室
に
入
れ
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
は
保

護
者
、
友
達
、
教
師
の

三
者
の
適
度
な
関
わ
り

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま

す
。
ま
ず
は
保
護
者
が

子
ど
も
の
行
動
の
変
化

を
見
な
が
ら
、
登
校
で

き
る
よ
う
に
、
い
つ
、

ど
ん
な
時
に
後
押
し
す

る
か
を
見
極
め
る
こ
と

が
大
切
な
こ
と
で
す
。

不
安
が
い
っ
ぱ
い
の
時

こ
そ「
応
援
し
て
く
れ
、

守
っ
て
く
れ
る
」
保
護

者
の
存
在
こ
そ
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
教
室
に
入
る

と
い
う
こ
と
は
「
一
定

の
時
間
を
友
達
と
一
緒
に
過
ご
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
に
、
親
し
い
友
達
や
助
け
て
く
れ
る
友
達
が
い
る
と

い
う
安
心
感
が
あ
る
と
、教
室
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

  

最
後
に
、
実
際
に
教
室
へ
入
る
ま
で
、
入
っ
て
か
ら
安

定
す
る
ま
で
の
間
は
、
学
級
担
任
の
仲
立
ち
と
手
助
け
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
親
し
い
友
達
が
い
る
だ
け
で
な
く
、

次
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
指
示
を
し
て
く
れ
る
教
師
が
い

る
と
、
安
心
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
三
者
の
関
わ
り
が
ポ
イ

ン
ト
と
言
え
ま
す
。

　
教
育
相
談
部
で
は
県
内
の
児
童
生
徒
の
不
登
校
問
題
を

始
め
、
悩
み
事
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
面
接
や
電
話
に
よ
る
相
談
を
通
し
て
と
も
に

考
え
、
問
題
の
改
善
や
解
消
を
図
り
、
明
る
く
健
や
か
で

心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
本
人
・
保
護

者
・
教
職
員
を
援
助
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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中学生

小学生

山
梨
県
の
不
登
校
の
児
童
生
徒
数
（
人
）

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
割
合
（
％
）

不登校の児童生徒数及び割合（国・公・私立）

電話相談

055 ー 263 ー 3711
２４時間、３６５日いつでも
  相談員が対応します。

面 接 相 談

　本人・保護者の方などに教育相談室においでいた

だき、相談員がお話をうかがいます。

相 談 日 　 毎 週 月 ～ 金 曜 日  

相談時間　　 午 後９時 ～ 午 後５時
（除く祝祭日）

※事前に電話で日時をご予約ください
電話：055-263-3711

学校基本調査（文部科学省）
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の 

～

― 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
　
教
育
相
談
部 

―
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● 新教育委員長就任挨拶・峡東地域新設高校の校名募集について・県立図書館／「レファレンスの道具箱」 ●

新
委
員
長
に古

屋
知
子
氏
が
就
任

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
金
丸
康
信
委
員
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

12
月
19
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
後
任
の
第
71
代
委
員
長
に

古
屋
知
子
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
新
委
員
長
の
任
期
は
平
成
20
年

12
月
21
日
か
ら
平
成
21
年
12
月
20
日
ま
で
で
す
。

　
昨
年
12
月
21
日
、
第
71
代
県
教
育
委
員
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
大
分
県
教
員
採
用
汚
職
事
件
を
き
っ
か
け
に

教
育
委
員
会
制
度
が
問
わ
れ
ま
し
た
。『
形
骸
化
し
た
教
育

委
員
会
』
と
い
う
言
葉
が
、
日
々
各
メ
デ
ィ
ア
か
ら
流
れ

も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
県
の
教
育
委
員
会
は
、
定
例

委
員
会
に
お
い
て
も
常
に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
必

要
あ
れ
ば
各
課
室
長
と
も
じ
っ
く
り
話
し
合
い
が
持
た
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
教
育
委
員
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
充
分
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
の
問
題
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
問
題
等
早

急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
山
積
し
て
い
る

山
梨
県
の
教
育
界
で
す
が
、
子
供
は
社
会
の
宝
、
山
梨
の
宝
、

国
の
宝
で
あ
り
、
ま
た
未
来
を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
世
界
に
通
じ
る
心
豊
か
な
た
く
ま

し
い
人
材
を
育
て
て
い
く
た
め
に
も
、
県
教
育
委
員
会
に

求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
・
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
認
識
し
、

気
を
引
き
締
め
て
職
責
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

● ひとこと ●

委　員　長

古屋知子

峡
東
地
域
新
設
高
校
の

 
 
 
 
 

校
名
募
集
に
つ
い
て

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室

  

平
成
22
年
４
月
、
石
和
高
等
学
校
と
山
梨
園
芸
高

等
学
校
を
統
合
再
編
し
、
現
在
の
石
和
高
等
学
校
の

地
に
、「
普
通
科
」「
食
品
化
学
科
」「
果
樹
園
芸
科
」「
総

合
学
科
」
の
４
学
科
か
ら
な
る
高
等
学
校
が
新
た
に

開
校
し
ま
す
。

  

そ
こ
で
、
地
域
や
県
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
学

校
と
な
る
よ
う
、
広
く
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

  

新
し
い
高
等
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
名
を
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応

募

方

法

　
高
校
教
育
課
新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室
ま
で

メ
ー
ル
ま
た
は
官
製
ハ
ガ
キ
に
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

E
-m

a
il:k

ou
k
ou

k
yo@

p
re

f.ya
m

a
n
a
sh

i.
lg

.jp

◆
記

載

事

項
　
　
　
　
　
　

   
「
高
等
学
校
の
名
称
と
そ
の
理
由
」

   
「
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
」

◆
募

集

期

間
　
　
　
　
　
　

    

平
成
21
年
３
月
10
日
（
火
）
～

　
４
月
24
日
（
金
）【
必
着
】

◆
送

り

先

　
　
　
　
　
　

    

〒
４
０
０-

８
５
０
４ 

甲
府
市
丸
の
内
１-

６-

１

      

山
梨
県
教
育
庁

        

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室

                    
　
校
名
募
集
係
　
宛

◆
問
い
合
わ
せ
先

    

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室

             

電
　
話 

０
５
５-

２
２
３-
１
７
６
７

             

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５-

２
２
３-

１
７
６
８

レファレンスの道具箱　＊山梨の祭りについて調べる＊   山梨県立図書館

　　　 どんな祭りがあるのか調べるには…
『山梨の祭り』 （若林賢明／著　山梨日日新聞社 1983）

県内 120 の祭りについて季節ごとに紹介しています。カラー写真と簡単な解説が付

いています。

 地域別に調べるには…
「各市町村誌（史）」

民俗・行事・祭礼・信仰等の項目に載っています。また民俗編がある場合は、詳細な解説がされています。

『西原の屋号と年中行事』 （山梨県上野原市立西原中学校／編　山梨県上野原市立西原中学校　2008）

中学生による地域についての調査・研究です。年中行事の一覧とカラー写真を用いた解説が収められています。

 特定の祭りについて調べるには…
『図説一之瀬高橋の春駒』 （塩山市立神金第二小・中学校一之瀬分校／編　塩山市立神金第二小・中学校一之瀬分校　1986）

甲州市塩山の一之瀬地区で行われる春駒についてまとめられた資料です。春駒自体の解説もあります。

※今回紹介した資料以外にも関連資料がございます。ぜひご利用ください。



山梨の文化財

県
指
定
史
跡

　
　
武
田
勝
頼
の
墓
（
甲
州
市
景
徳
院
）

　
　
　 (

昭
和
三
十
三
年
六
月
十
九
日
指
定)

　

甲
州
市
景
徳
院
に
は
、
武
田
勝
頼
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
勝
頼
は
、
武
田
信
玄
の
四

男
と
し
て
誕
生
し
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
信
玄
の
跡
を
継
ぎ
、
武
田
家
の
当
主

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
天
正
三
年
の
長
篠
合
戦
で
、
織
田
信
長
・
徳
川
家
康
連
合
軍
に
大
敗
し

て
勢
力
を
弱
め
、
同
十
年
三
月
十
一
日
に
織
田
・
徳
川
氏
に
攻
め
ら
れ
、
田
野
（
現

甲
州
市
大
和
町
田
野
）
で
滅
亡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
死
を
悼
ん
だ
徳
川
家
康
は
、
同
年
七
月
に
勝
頼
主
従
の
滅
亡
地
に
菩
提
寺
を

建
立
す
る
よ
う
に
指
示
し
、天
正
十
六
年
に
完
成
し
た
の
が
田
野
寺（
景
徳
院
）で
す
。

境
内
に
は
、
勝
頼
夫
妻
、
嫡
男
信
勝
、

殉
死
し
た
人
々
の
墓
所
も
整
備
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

に
当
時
の
住
職
が
、
勝
頼
一
族
と
家

臣
の
二
百
年
遠
忌
を
記
念
し
て
墓
所

を
整
備
し
ま
し
た
。
写
真
中
央
の

宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
が
勝
頼
、
右
側
の
五
輪
塔

が
北
条
夫
人
、
左
側
が
信
勝
、
左
右

の
端
が
殉
死
者
供
養
塔
で
す
。
こ
れ

ら
の
墓
石
は
、
景
徳
院
の
火
災
と
長

年
の
風
雪
に
よ
る
傷
み
が
激
し
か
っ

た
た
め
、
平
成
十
八
年
か
ら
保
存
修

理
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

そ
の
際
に
墓
所
の
下
か
ら
経
石
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

教
育
や
ま
な
し
（
二
二
六
号
）
平
成
二
十
一
年
三
月
十
日
　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課
　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
五
〇

主な行事予定

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
開
館
30
周
年
記
念
展

『
山
梨
に
眠
る
秘
蔵
の
日
本
美
術
』」

〜
3
／
29

■
特
別
展

「
ベ
ル
ギ
ー
近
代
絵
画
の
あ
ゆ
み
」

4
／
18
〜
7
／
5

県
立
博
物
館

■
シ
ン
ボ
ル
展

「
消
え
た
お
か
ぶ
と
〜
節
供
人
形

カ
ナ
カ
ン
ブ
ツ
の
謎
を
追
う
〜
」

3
／
11
〜
4
／
13

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

■
特
別
展
（
会
場
　
考
古
博
物
館
）

知
ろ
う
山
梨
の
歴
史
「
山
梨
の
遺
跡
展

２
０
０
９
」（
観
覧
無
料
）

3
／
14
〜
4
／
5

県
立
文
学
館

■
平
成
20
年
度
収
蔵
品
展

「
直
筆
の
世
界
」（
観
覧
無
料
）

〜
3
／
29

■
資
料
紹
介

「
生
誕
100
年
―
太
宰
治
と
１
９
０
９
年

生
ま
れ
の
文
学
者
た
ち
―
」（
観
覧
無
料
）

〜
4
／
12

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。
　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744
◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。
　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html

作品タイトル

「ほうせきの光がちりばめられて」
　この絵は、ローラー遊びをして、でき
たもようのイメージから、鳥やほしたち
を作ろうと思いました。ほうせきの光
がみんなの笑顔のようにキラキラかがや
いて見えるようにと思いながら作りまし
た。そして、みんなでたすけあいながら
生活している様子が頭にうかびました。
作品ができあがって、自分でもとてもい
いはん画ができたと思いました。

指導者　池田一彦教諭

表紙を飾る

富
士
吉
田
市
立
吉
田
小

学
校
　３
年
　
飯
高
萌
未


